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か
な
が
わ
ガ
イ
ド
協
議
会

合
同
研
修
会

横
須
賀
で
開
催

令
和
６
年
11
月
28
日
に
横
須
賀
市

浦
賀
コ
ミ

ニ
テ

セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
か
な
が
わ
ガ
イ
ド
協
議
会

以
下
か

な
協

主
催
の
合
同
研
修
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
同
協
議
会
に
加
入
す
る
19
の

団
体
か
ら
合
計
69
名
の
参
加
者
、
来
賓

の
神
奈
川
県
文
化
ス
ポ
ー
ツ
観
光
局
観

光
課
の
笹
野
千
尋
観
光
プ
ロ
モ―

シ

ン
担
当
課
長
、
澤
村
亮
主
任
主
事
を
迎

え
、
当
協
会
が
実
施
を
担
当
し
ま
し
た
。

研
修
開
始
に
あ
た
り
、
主
催
者
を
代

表
し
て
三
村
信
会
長
の
挨
拶
、
続
い
て

笹
野
課
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

笹
野
課
長
は
、
か
な
協
加
盟
団
体
の
発

信
力
強
化
の
た
め
、
ス
キ
ル
ア

プ
研

修
を
４
回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催
し
た
こ
と
、

２
０
２
７
年
開
催
の
国
際
園
芸
博
覧
会

の
広
報
活
動
と
し
て
、

観
光
か
な
が
わ

Ｎ
Ｏ
Ｗ

に

花
の
コ
ラ
ム

を
掲
載
し

た
こ
と
な
ど
を
紹
介
さ
れ
、
原
稿
作
成

に
対
し
て
感
謝
の
意
を
表
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
中
は
横
須
賀
開
国
史
研
究
会
会

長
の
山
本
詔
一
様
に
、

文
明
開
化
と
浦

賀
造
船
所

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
講
演

を
行

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
は
浦
賀
が
戦
国
時
代
の
末
期

1
5
5
0

年
頃

後
北
条
氏
の
水
軍
基
地

と
し
て
始
ま
り
、
江
戸
時
代
初
期
に
は

国
内
商
業
港
と
し
て
栄
え
た
こ
と
か
ら

船
大
工
、
鍛
冶
屋
、
櫓
屋
な
ど
、
船
を
整

備
す
る
職
人
集
団
が
居
住
し
て
お
り
、

明
治
に
な

て
造
船
所
と
し
て
栄
え
る

要
素
が
整

て
い
た
と
の
紹
介
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
う
し
た
町
の
起
こ
り
か
ら

近
代
的
な
造
船
所
の
町
に
至
る
長
い
歴

史
を
１
時
間
40
分
、
休
憩
時
間
も
取
ら

ず
に
一
気
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

午
後
は
浦
賀
ド

ク
と
浦
賀
郷
土
資

料
館
ツ
ア
ー
を
８
班
に
分
か
れ
て
実
施

し
ま
し
た
。
遠
く
か
ら
参
加
さ
れ
た
か

な
協
団
体
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
に
は
、
講

演
と
現
地
ツ
ア
ー
で
、
浦
賀
ド

ク
を

満
喫
し
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
と
思
い

ま
す
。

理
事
長

小
舟
浩
治

忘
年
会

12
月
18
日
、
よ
こ
す
か
シ
テ

ガ
イ

ド
協
会
の
令
和
６
年
度
忘
年
会
を
セ
ン

ト
ラ
ル
ホ
テ
ル
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

ご
多
忙
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
上
地
横

須
賀
市
長
を
は
じ
め
日
頃
大
変
お
世
話

に
な

て
い
る
皆
様
に
も
ご
来
賓
と
し

て
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

小
舟
理
事
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
上

地
市
長
の
挨
拶
、
観
光
協
会
桑
原
課
長

の
乾
杯
の
発
声
を
い
た
だ
き
会
を
始
め

ま
し
た
。
歓
談
の
後
の
余
興
で
は
、
本
庁

グ
ル
ー
プ
の

横
須
賀
海
軍
工
廠
歌

合

唱
、
衣
笠
西
海
岸

グ
ル
ー
プ
の

喜

び
も
悲
し
み
も
幾

年
月

合
唱
と
小

松
原
さ
ん
の

赤

白

旗

揚

げ

ゲ

ー

ム

、
さ
ら
に
久
米

さ
ん
の

開
運
干

支
占
い

と
熱
演

が
続
き
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
恒
例
の
ビ
ン
ゴ
ゲ

ー
ム
の
後
は
、
椿
副
理
事
長
の
一
本
締

め
で
、
ご
参
集
の
皆
様
の
来
年
の
ご
活

躍
を
祈
念
し
て
無
事
お
開
き
と
な
り
ま

し
た
。

篠
原

均
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■横須賀の名所紹介（第五回）

浦賀の見どころ（その②）

江戸時代、浦賀は干鰯問屋、廻船問屋で商人の町、

相模国では小田原に次いで栄えた地域で、今回は鏝

絵と彫刻を紹介します。 

□鏝絵（漆喰彫刻）

鏝絵（こてえ）は日本の伝統的な装飾技法の一つ、

鏝（こて）と漆喰で作り上げた作品を鏝絵と呼び、

江戸中期から昭和初期に培われた手法で立体的な彫

刻風にする技である。 

浦賀のまちでは左官職人も多く、川間に住む石川

善吉は鏝絵の名人で、伊豆（松崎町）の長八（入江

長八）、三浦の善吉と云われ全国に知られていた。 

石川善吉の息子吉蔵、梅尾、また、岩田辰之助、

徳太郎兄弟、角崎重次郎、辰巳忠志などの作品が現

存している。 

☆屋外で見学可能な場所☆ 

・八雲神社（東浦賀） 向拝に「龍」   

・法幢寺（東浦賀） 本堂軒下に「唐獅子」 

・東福寺（西浦賀） 本堂向拝に「牡丹に唐獅子、

龍、遊女普賢、浪に亀、鶴、唐獅子、迦陵頻伽、

牡丹に唐獅子」 

・大六天神社（西浦賀） 正面戸袋に「昇り龍、降

り龍」 

・川間町内会会館（西浦賀） 切妻壁に 

2 階「鳳凰」1階「松竹梅と鶴亀」 

・西叶神社(西浦賀) 社務所玄関欄間に 「中国の

故事に縁る装飾壁」瓶割 

☆本堂内で見学可能な場所☆ 

・常福寺 （西浦賀） 本堂内陣欄間壁に「牡丹に

唐獅子（阿吽一対）、月影杏葉、龍、竹林に虎」

内陣背面子壁に「太鼓を奏でる飛天、鶴、笙を奏

でる飛天」 

＊見学時事前に住職の許可を得る＊ 

☆その他の見学可能な場所☆ 

・郷土資料館（西浦賀）館内に「梅鶏流尾、柿たわ

わ、龍、降り龍、鶴と牡丹、虎と龍」が展示され

ている。 

□彫刻 

浦賀のほとんどの寺社では、正面階段の向拝に、

龍や中国の故事を描いた彫刻が見られる。 

江戸時代後期“安房の名工”と呼ばれた二人の彫

工がおり、一人は後藤利兵衛橘義光、もう一人が武

志伊八郎信由である。 

浦賀の寺社に二人の彫工名人の素晴らしい彫刻が

残っているので紹介する。 

☆屋外で見学可能な場所☆ 

・東耀稲荷神社（東浦賀） 向拝をはじめ、正面、

右側面、左側面、背面のすべてに彫刻が施されて

いる。 

＊彫工は後藤利兵衛一派の作品の説＊ 

＊本堂内見学時町内会長に許可を得る＊ 

・西叶神社（西浦賀） 向拝の龍をはじめ左右の大

棟を担ぐ力神像の彫刻、拝殿の格天井には花鳥の

透かし彫りが施されている。

＊彫工は後藤利兵衛橘義光の作品＊ 

＊拝殿内の見学は宮司の許可をとる事＊ 

・東福寺（観音堂）（西浦賀）向拝の波の上に龍の

彫刻が施されている。 

＊彫工は波の伊八こと武志伊八郎信由の作品＊ 

「関東に行ったら波は彫るな」と関西の彫工仲間

に言わしめたと言います。 

＊浦賀に今も残る鏝絵・彫刻作品です＊

＊当会でもご案内が可能です＊ 

（椿 孔平） 

向拝の龍

鏝絵の道具「こて各種」 

鏝絵 



3 よこすかシティガイド協会会報

YOKOSUKA CITY GUIDE ASSOCIATION 

第12号

浦賀道見取絵図を巡る・全５回シリーズ 

2025 年度の上期に３回(2025-2,4,10)、下期に２回の計５回連続シリーズとして実施します。 

その４：1月 31 日(土) 衣笠から大津へ 

  その５：2月 21 日(土) 大津から浦賀奉行所へ 

愛染神社
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日
米
親
善

ー

歴
史

ー

令
和
６
年
は
春
と
秋
に
計
４
回
開
催

し
、
全
国
か
ら
約
450
名
の
方
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。
普
段
は
立
ち
入
る
こ
と
が
で

き
な
い
米
海
軍
横
須
賀
基
地
を
見
学
で

き
る
貴
重
な
機
会
と
あ

て
、
応
募
倍
率

は
５
倍
を
超
え
る
人
気
の
企
画
と
な
り

ま
し
た
。
ツ
ア
ー
は
ヴ

ル
ニ
ー
公
園
の

散
策
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
後
バ
ス
で
基
地

内
へ
移
動
し
ま
し
た
。
旧
横
須
賀
鎮
守
府

庁
舎
で
は
、
歴
代
米
海
軍
横
須
賀
基
地
司

令
官
の
写
真
や
往
時
の
モ
ノ
ク
ロ
写
真

な
ど
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
米
軍
最
高
司

令
官
で
あ
る
バ
イ
デ
ン
大
統
領
の
写
真

も
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
日
本

最
古
の
１
号
ド
ラ
イ
ド

ク
や
、
日
本
最

大
の
空
母

信
濃

を
建
造
し
た
巨
大
な

６
号
ド
ラ
イ
ド

ク
な
ど
を
見
学
し
ま

し
た
。
締
め
く
く
り
は
、
基
地
内
フ
ー
ド

コ
ー
ト
で
の
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ー
ド
体
験

と
米
兵
の
方
々
と

の
コ
ミ

ニ
ケ
ー

シ

ン
タ
イ
ム
で

し
た
。
参
加
者
の
質

問
に
米
兵
の
方
が

ユ
ー
モ
ア
を
交
え

て
答
え
、
記
念
撮
影

に
も
快
く
応
じ
て

く
れ
ま
し
た
。

特
に
印
象
的
だ

た
の
は
、
一
人
の

小
学
生
が
臆
せ
ず

英
語
で
質
問
し
て
い
た
こ
と
で
す
。
日
本

の
将
来
が
楽
し
み
に
な
る
光
景
で
し
た
。

島
森

浩

旧
横
須
賀
鎮
守
府
司
令
長
官
官
舎

一
般
公
開

終
戦
ま
で
に
34
代
の
司
令
長
官
が
居

住
さ
れ
た
官
舎
で
、
現
在
は
海
上
自
衛
隊

横
須
賀
地
方
総
監
部
が
管
理
し
て
い
ま

す
。
普
段
は
非
公
開
で
す
が
、
秋
の
２
日

間
の
み
一
般
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
建

物
は
大
正
２
年

1
9
1
3

に
建
設
さ
れ
た

も
の
で
、
美
し
い
庭
園
に
建
つ
歴
史
的
な

も
の
で
、
内
部
の
調
度
品
や
ス
テ
ン
ド
グ

ラ
ス
な
ど
も
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
入
館
者
は
昨
年
の1

,
4
13

人
を
大

幅
に
上
回
る1

,
9
2
1

人
と
な
り
、
設
計
者

で
あ
る
桜
井
小
太
郎
の
曾
孫
の
方
も
来

場
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
初
日
は
、
開
門
前

か
ら
100
名
を
超
え
る
方
が
列
を
作
り
、

開
門
と
同
時
に
館
内
は
大
混
雑
と
な
り
、

嬉
し
い
悲
鳴
が
あ
が

て
い
ま
し
た
。
こ

の
庁
舎
の
洋
館
部
は
、
重
厚
感
と
優
美
さ

を
兼
ね
備
え
た
チ

ー
ダ
ー
ゴ
シ

ク

様
式
で
あ
り
、
各
所
に

日
本
画
の
素
養
と
ア

メ
リ
カ
で
習
得
し
た

技
術
を
融
合
さ
せ
た
、

小
川
三
知
の
繊
細
で

美
し
い
ス
テ
ン
ド
グ

ラ
ス
を
鑑
賞
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
約
100
年
前
に
製
造

さ
れ
た
ス
タ
イ
ン
ウ

イ
社
の
グ
ラ
ン
ド

ピ
ア
ノ
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開

催
さ
れ
、
歴
史
的
な
空
間
で
奏
で
ら
れ
る

音
楽
は
特
別
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

島
森

浩)
 

大
矢
部
弾
薬
庫
跡
見
学
会

昨
年
12
月
17
日
、
市
公
園
管
理
課
と

生
涯
学
習
課
の
ご
協
力
を
得
て
、
大
矢
部

の
弾
薬
庫
跡
の
見
学
会
が
開
催
さ
れ
会

員
29
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
こ
は
戦
前
に
は
旧
陸
軍
が
、
戦
後
に

は
海
上
自
衛
隊
が
弾
薬
庫
と
し
て
使
用

し
て
い
た
と
こ
ろ
で
、
標
高
60

程
の

丘
陵
に
囲
ま
れ
た
谷
戸
に
数
本
の
隧
道

弾
薬
庫
が
あ

た
。
近
年
、
弾
薬
庫
の
機

能
が
移
転
し
、
同
地
の
管
轄
が
防
衛
省
か

ら
財
務
省
に
移

た
こ
と
か
ら
、
横
須
賀

市
で
は
公
園
と
し
て
整
備
す
る
方
向
で

調
整
を
進
め
て
い
ま
す
。

弾
薬
庫
自
体
は
既
に
閉
鎖
さ
れ
て
い

て
見
学
出
来
ま
せ
ん
が
、
同
地
内
に
は
三

浦
一
族
の
も
の
と
言
わ
れ
る

深
谷
や
ぐ

ら
群

や
、
魅
力
的

な

生

態

系

が

あ

り
、
当
会
の
ガ
イ

ド
エ
リ
ア
と
し
て

有
望
で
あ
る
こ
と

か
ら
見
学
会
を
実

施
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

当
日
は
晴
天
に

恵
ま
れ
、
公
園
管

理
課
の
堀
江
氏
か

ら
生
態
系
や
植
生

に
つ
い
て
、
ま
た
、

生
涯
学
習
課
磯
口

氏
か
ら
や
ぐ
ら
群
及
び
円
通
寺
跡
の
発

掘
状
況
な
ど
に
つ
い
て
レ
ク
チ

ー
を

受
け
有
意
義
な
見
学
会
と
な
り
ま
し
た
。

冨
澤

武
夫

小
栗
上
野
介
顕
彰
会
様
を

記
念
艦
三
笠
等
へ
ご
案
内

昨
年
11
月
16
日
ヴ

ル
ニ
ー
公
園

に
お
い
て
ヴ

ル
ニ
ー
・
小
栗
祭
式
典
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
式
典
に
参
加
さ
れ
た
小
栗
上
野

介
顕
彰
会
の
皆
様
と
小
栗
上
野
介
菩
提

寺
東
善
寺
の
村
上
住
職
様
を
式
典
前
に

小
栗
か
る
た
展

、
開
催
中
の
ヴ

ル

ニ
ー
記
念
館
と
ヴ

ル
ニ
ー
公
園
を
ご

案
内
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
式
典
後
の
午
後
に
は
記
念
艦
三

笠
を
ご
案
内
し
て
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
東
善
寺
村
上
住
職
様
に
は

2
0
22

年
11
月
に
当
協
会
創
立
20
周
年

記
念
行
事
の
研
修
旅
行
と
し
て
バ
ス
一

台
で
伺
い
お
世
話
に
な

て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

鈴
木

孝
雄


